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１．まえがき 

異なるＰＣ間でのファイル転送の仕

組みとして古くから用いられているＦ

ＴＰについて、サーバを構築すること

によりその仕組み、問題点等を理解す

る。 

 
２．研究内容  

1. FTP サーバについて調べる 

2. Windows98にてFTPサーバを構築す

る 

3. Linux（Red Hat Linux 7.3）にて

FTP サーバを構築する 

4. FreeBSDにてFTPサーバを構築する 

5. 現在の FTP のセキュリティについ

て調査する 

 
３．研究方法・結果 

1. 主に Web で調べた。Web 上にあった

RFC により FTP の仕組みを理解でき

た。 

2. フリーの FTP サーバソフト「Tiny 

FTP Daemon」を用いてサーバを構

築。動作確認。ファイル転送も問

題なく成功。 

3. FTPサーバソフトProFTPdを用いて

サーバを構築。しかし Linux にて

インストールできず失敗。 

4. FreeBSD 標準実装の FTPDaemon を

用いてサーバを構築。こちらは問題

なく成功。Windows からのアクセスも

確認。ファイル転送も成功した。 

5. 基本的に Web で調べた。SFTP とい

うものがあることがわかった。 

※．２～４において、クライアント側は MS-DOS

プロンプトの FTPコマンドを用いた。 

FTP…「ファイル転送プロトコル」 

古くから使用され続けているプロトコル

のひとつ。使用ポートがデータ転送用と

制御信号用の２つ存在することが特徴。

使用ポートは２０、２１番。 

SFTP…「安全なファイル転送プロトコル」 

SSH（Secure Shell）という unix系の
OSに実装されているリモートログイン
のためのプロトコルを用いて、暗号化さ

れた経路を通して暗号化したデータをや

りとりするプロトコル。また、公開鍵認

証や圧縮機能などSSHの機能なども使用
可能。使用するポートは SSHのポートの
２２番。 

 
５．感想・反省点 

今回は、サーバを構築することを目的

に始めた実験でしたが、その途中で

PCUNIXのインストール、操作の方法など

の知識や、FTPというプロトコルに関し

て RFCを読むなど深く学ぶことができた

のでいい経験になった。 

全体を通じてソフトの起動、設定の変更

する程度のことしか行っていないことか

ら、あるものを使うのではなく積極的に

何かを作ることを行った方がよかったの

ではないかと思った。


